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＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

①第三者評価機関名 

一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

②施設・事業所情報 

名称：まなびの森保育園武蔵中原 種別：認可保育所 

代表者氏名：松下 恭子 定員（利用人数）：     60(68)名 

所在地：〒211-0041 川崎市中原区下小田中6-15-13                       

TEL：044-740-0404 ホームページ：http://kodomonomori.co.jp/mn/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：201３年04月01日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：株式会社こどもの森 

 職員数 常勤職員：      1１名 非常勤職員：        ５名 

 専門職員 園長：             １名 看護師：          １名 

保育士：         ９名 保育補助：         ２名 

栄養士：        １名 調理員：          ２名 

 施設・設備

の概要 

乳児室・ほふく室：   １室 保育室・遊戯室：      ２室 

事務室・医務室：    １室 調理室：          １室 

 

③理念・基本方針 

【保育理念】 

・子どもの十全なる発達と保育を通して子育て家庭をサポートする。 

・自分の子どもを入れたい園にする。 

 

【保育目標】 

・心身ともに健康な子 

・思いやりのある優しい子 

・あきらめない強い子 

・あいさつのできる子 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

【専門講師による取り組みを通して、子どもたちがさまざまな経験ができるよう配慮し

ています】 

 月に1～2回、2～5歳児を対象に、専門の講師を招きマット運動、跳び箱、平均台、

鉄棒等を使用した体操教室を実施しています。体操教室で取り組まれた組体操は、運動

会で披露する機会となっています。また、月に1回合気道を取り入れ、姿勢や礼儀、身の

こなし方などさまざまな身体活動を経験しています。さらに、3歳児から5歳児を対象と

した、ネイティブ講師による英語教室を取り入れるなどの取り組みが行われています。

このような取り組みを通して、一人ひとりの子どもたちがさまざまな経験ができるよう

配慮しています。 

 

 

 



 

⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

 令和2年 6月17日（契約日） ～ 

 令和3年 3月31日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）       1回（    年度） 

⑥総評 

◇特に評価の高い点 

 

【行事等を通して、達成感やあきらめない気持ちを育む保育実践に取り組んでいます】 

 園では日頃から、園目標である「心身ともに健康な子」「思いやりのある優しい子」

「あきらめない強い子」「あいさつのできる子」を大切に保育実践に取り組んでいます。

その一つとして、年齢に応じた行事に対する取り組みを実施しています。行事の際には、

子どもたちの興味に応じた行事のテーマを決め、テーマに沿った競技名や音楽を決める

などの取り組みが実施されています。また、子ども同士で話し合いを通して活動内容を

決めていくなどの取り組みも実施されています。このような取り組みの中で、特に5歳児

については、一人ひとりの子どもたちが、自信を持って就学して欲しいという願いから、

就学前に和太鼓や組体操、ソーラン節などに取り組む中で、完成度の高い内容を目指し

て、保育者とともに取り組んでいます。このような、取り組み過程を通じて、「やり遂

げる達成感」「あきらめない気持ち」などを育む保育実践につなげています。 

 

【職員は毎月の目標を立て振返るとともに、全職員で目標の共有を図っています】 

 職員は、所定の用紙を使用し毎月の個人目標を立てています。立てられた個人目標は、

目標を達成するために実行したこと、反省などについて、月1回実施される全体ミーティ

ングで振り返り、次月の目標につなげています。各職員が立てた個人目標は、更衣室に

掲示され、全職員で共有できるようになっています。また、個人目標の他に、気になる

ことや気づいた点等も記載する欄があり、記載内容に応じて全体ミーティングで取り上

げ、全職員で検討するなどの取り組みにもつなげています。 

 

 

◇改善を求められる点 

 

【園が有する専門的な情報を、地域に還元する取り組みが望まれます】 

 園見学者に対する育児相談の実施や、区が主催する保育祭りへの参加、また、日ごろ

から近隣公園のゴミ拾いや草むしりなどを積極的に行っています。今後は、地域交流等

を通して把握された地域ニーズにもとづいて、地域に対して、定期的な園庭開放や子育

て講座、また、栄養士による離乳食セミナーや看護師による保健講座など、園独自で実

施できる内容を検討し、園が有する専門的な知識・技術や情報を地域に提供することが

期待されます。 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

自園で何が足りていないのか、どこに力をいれればもっと良いのかが、細かく分析さ

れて良かった。保護者アンケートでも保護者のご意見が聞けてありがたかったです。職

員の意識向上にもつながったと思います。 

評価項目に関しては内容が分かりにくいものもあり、フィードバックの時に細かくか

み砕いて下さり助かりました。ありがとうございました。 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


